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どれどれ、見せて
９月15日、小野町敬老会が行われました。
75歳到達の賀寿を手に、会話がはずんでいるようでした。
（関連記事Ｐ８）
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小野中学校吹奏楽部による記念演奏 交通死亡事故ゼロの願いを込めて

1000日達成の表彰を受ける宍戸町長

←　
　

藤

←　
　

静

←　
　

邉

←　
　

草

←　
　

邊

戸籍電算化により文字が正字化されます
～常用漢字・人名漢字・漢和辞典の文字に変更～

　

８
月
13
日
、
小
野
町
内
の「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
」

の
記
録
が
１
０
０
０
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
23
日
、
多
目
的
研
修
集
会
施
設
に
お
い
て
記

録
達
成
の
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
、
福
島
県
県
中
地

方
振
興
局
長
よ
り
福
島
県
交
通
対
策
協
議
会
長（
県

知
事
）の
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、記
録
達
成
に
功
績
が
あ
っ
た「
小
野
地
区
交

通
安
全
協
会
」「
小
野
町
交
通
安
全
母
の
会
連
絡
協
議

会
」が
渡
邊
小
野
警
察
署
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
﨑
小
野
町
交
通
安
全
母
の
会
連
絡
協
議
会
長
が

大
会
宣
言
と
し
て「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
２
０
０
０
日

を
目
標
に
町
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
の
大
切
さ

を
自
覚
し
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
を

身
に
つ
け
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
交
通
事
故
の
根
絶
に

努
め
る
こ
と
。」を
誓
い
大
会
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、
小
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
記

念
演
奏
、
大
空
へ
の
風
船
と
ば
し
を
行
い
大
会
に
華

を
添
え
ま
し
た
。

　

戸
籍
に
用
い
る
文
字
は
、
常
用
漢
字
や
人
名
用
漢
字
で
記
載
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

記
載
に
は
手
書
き
の
も
の
や
現
在
の
よ
う
に
和
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
手
書
き
の
戸
籍
の
中
に
は
、
編
製
当
時
の
書

き
ぐ
せ
な
ど
で
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、今
回
の
電
算
化
を
機
会
に
、一
般
に
通
用
す
る「
常
用
漢
字
」

「
人
名
用
漢
字
」「
漢
和
辞
典
に
載
っ
て
い
る
文
字
」（
正
字
）に
変
更
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
書
き
ぐ
せ
な
ど
で
記
載
さ
れ
て
い
た
現
在
の
戸

籍
法
で
は
使
用
で
き
な
い
文
字
が
な
く
な
り
、
よ
り
早
く
・
正
確
な
戸

籍
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
課　

☎
７
２
ー
６
９
３
３

（
例
）

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
０
０
０
日
達
成
!!

〜
記
念
大
会
を
開
催
〜
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農作業体験の様子

建築資材として町有林をプレゼントします！

 ～スタートから１年～

笑顔とがんばり！
小野町定住・二地域居住推進事業

　

町
で
は
、
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、
定
住
・
二
地
域
居
住
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
よ
り「
笑
顔
と
が
ん
ば
り
！
小

野
町
定
住
・
二
地
域
居
住
推
進
事
業
」と
し
て
５
つ
の
事
業
を

制
定
し
、
田
舎
暮
ら
し
を
希
望
し
て
い
る
方
を
積
極
的
に
誘
致

し
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
か
ら
１
年
で
本
事
業
の
利
用
件
数
は
６
件
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
主
に
、
町
外
の
方
が
小
野
町
へ
移
住

す
る
場
合
や
小
野
町
出
身
の
方
が
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
場
合
に
利
用

可
能
で
す
。
皆
さ
ん
の
周
り
で
小
野
町
で
の
暮
ら
し
を
お
考
え

の
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、
企
画
商
工
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

企
画
商
工
課　

☎
７
２
ー
６
９
３
８

③
町
有
林
お
す
そ
わ
け
事
業

〔
対
象
〕　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者

※
Ｕ
タ
ー
ン
者　

小
野
町
出
身
で
、
町
外
に
転

出
後
３
年
経
過
後
以
降
に
定
住
を
目
的
と
し

て
再
度
小
野
町
に
転
入
す
る
方

※
Ｉ
タ
ー
ン
者　

小
野
町
以
外
の
出
身
者
で
、

定
住
を
目
的
と
し
て
小
野
町
に
転
入
す
る
方

〔
内
容
〕　

町
内
業
者
に
よ
り
新
築
住
宅
を
取
得

し
よ
う
と
し
て
い
る
方
に
建
築
資
材
と
し
て

町
有
林
10
㎥
分
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

①
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
応
援
事
業

〔
対
象
〕　

町
内
の
民
間
団
体

〔
内
容
〕　

民
間
団
体
が
行
う
交
流
人
口
・
定
住
人
口
の

拡
大
を
目
的
と
し
た
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

②
ふ
れ
あ
い
農
家
民
宿
開
設
応
援
事
業

〔
対
象
〕　

町
内
の
農
家
民
宿
開
設
希
望
者

〔
内
容
〕　

農
家
民
宿
の
開
設
に
あ
た
り
必
要
と
な
る
施

設
改
修
費
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

【移  住  者  の  支  援】

⑤
Ｅ
Ｔ
Ｃ
・

 

ら
く
ら
く
通
勤
応
援
事
業

〔
対
象
〕　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者（
単
身
転
入
を
除
く
。）

〔
内
容
〕　

小
野
町
外
か
ら
の
転
入
に
よ
り
遠
距

　

離
通
勤
と
な
る
方
に
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
購
入
・
設
置

費
用
を
助
成
し
ま
す
。

※
農
家
民
宿

　

農
業
者
が
経
営
す
る
民
宿
で
、
農
山
村
で
の
生
活
体

験
、
農
林
業
体
験
な
ど
が
で
き
る
民
宿
で
す
。

　

都
市
農
村
交
流
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
規
制
緩
和

も
進
ん
で
お
り
、
一
定
条
件
を
満
た
せ
ば
、
既
存
の
民

家
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
農
家
民
宿
を
開
設
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

　

福
島
県
が
作
成
し
た
開
設
の
た
め
の
手
引
書
も
あ
り

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
企
画
商
工
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

④
よ
う
こ
そ
小
野
町

 

定
住
祝
金
交
付
事
業

　〔
対
象
〕　

住
宅
を
取
得
し
た
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者

　
（
単
身
転
入
を
除
く
。）

〔
内
容
〕　

祝
金
と
し
て
、
町
内
の
商
店
な
ど
で

使
え
る
商
品
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【町内受入体制の整備】

　

町
有
林
お
す
そ
わ
け
事
業
は
、
移
住
を
希
望

さ
れ
る
方
の
申
請
を
受
理
し
た
後
に
、
町
有
林

の
伐
採
と
製
材
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
資

材
の
提
供
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
町

有
林
の
有
効
活
用
と
町
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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二瓶洋補さん

会議の様子

９
月
１
日
付
け
で
認
定
を
受
け

た
橋
本
さ
ん（
右
か
ら
二
人
目
）

小野町版「家庭学習の手引き」を配付

悩みや苦情は、まず相談～秋の行政相談週間～
　

10
月
20
日
〜
26
日
の
一
週

間
は「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」

で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
役
所（
国
、

県
及
び
市
町
村
）や
特
殊
法

人
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の

苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け

付
け
、
皆
さ
ん
と
関
係
行
政

機
関
等
と
の
間
に
立
っ
て
そ

の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も

の
で
す
。
行
政
相
談
委
員
は
、

い
つ
で
も
自
宅
で
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
相
談
会
を
開
設
し

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
員

　

二
瓶
洋
補
さ
ん

　

谷
津
作
字
松
葉
１
番
地
の
２

　

☎
７
２―

３
２
９
７

行
政
相
談
会

●
日　

時

　

10
月
20
日（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場　

所　

　

小
野
町
多
目
的
研
修
集
会
施
設

　

(

１
階
・
青
年
婦
人
研
修
室)

　橋本正一さん、認定農業者に　
　

９
月
５
日
、
橋
本
正
一
さ
ん（
浮

金
）に
対
し
、
農
業
経
営
改
善
計
画

認
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
経
営
改
善
計
画
に
は
、
農
業

経
営
の
プ
ロ
を
目
指
す
農
業
者
の
５

年
先
を
見
据
え
た
計
画
が
掲
げ
ら
れ

て
お
り
、
町
が
一
定
の
基
準
の
も
と

に
認
定
し
、
各
種
農
業
関
係
機
関
や

農
業
委
員
会
が
と
も
に
支
援
す
る
も

の
で
す
。

　

な
お
、
今
回
の
計
画
に
は
、
酪
農

と
肉
用
牛
繁
殖
経
営
を
組
み
合
わ
せ

た
経
営
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

兼
業
農
家
が
多
く
を
占
め
、
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が

深
刻
化
す
る
中
で
、
や
る
気
と
能
力

の
あ
る
農
業
者
の
先
駆
者
と
し
て
、

橋
本
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　

小
野
町
基
礎
学
力
向
上
推
進
委
員
会
と
小
野
町
学
校
教
育
指
導
委
員

会
が
協
力
し
、子
ど
も
達
の
学
ぶ
習
慣
と
学
力
向
上
を
図
る
た
め
に『
家

庭
学
習
の
手
引
き
』を
作
成
し
、
小
・
中
学
生
全
員
に
配
付
し
ま
し
た
。

　

こ
の「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」は
、
小
学
校
低
学
年
用
・
中
学
年
用
・

高
学
年
用
・
中
学
生
用
の
四
種
類
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
達

の
家
庭
学
習
が
充
実
す
る
よ
う
、
勉
強
す
る
時
の
約
束
事
や
内
容
な
ど

を
示
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
学
習
は
、
学
校
の
授
業
と
家
庭
で
の
学
習
を
関
連
さ
せ
、
自
分

の
力
を
伸
ば
し
た
り
足
り
な
い
力
を
補
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

併
せ
て
、
小
野
町
立
小
・
中
学
校
の
全
教
職
員
に
、「
小
野
町
の
子
ど

も
達
の
た
め
に
！
毎
日
の
授
業
の
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め

に
！
」を
ね
ら
い
と
す
る「
個
に

応
じ
た
支
援
の
あ
り
方
」も
作

成
し
、
配
付
し
ま
し
た
。

　

小
野
町
の
子
ど
も
達
の
夢
の

実
現
に
向
け
て
、学
校
・
家
庭
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
す
。「
家
庭

学
習
の
手
引
き
」な
ど
を
有
効

に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課

　

☎
７
２
ー
６
７
８
０

（上）小・中学生に配付した
　　「家庭学習の手引き」
（右）教職員に配付した
　　「個に応じた支援のあり方」

小
野
町
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
に

 

委
嘱
状
を
交
付

　

９
月
19
日
、
小
野
町
役
場
会
議
室

に
お
い
て
、
小
野
町
情
報
公
開
・
個

人
情
報
保
護
審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
議
に
先
立
ち
、
宍
戸
町
長

か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
会
長
に

長
久
保
喜
伸
さ
ん（
湯
沢
）が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
は
、
情
報
公
開
請
求
や
個
人
情
報

開
示
請
求
に
対
し
て
の
町
な
ど
の
機

関
の
決
定
に
対
し
、
不
服
申
し
立
て

が
あ
っ
た
場
合
、
町
な
ど
の
機
関
の

諮
問
に
応
じ
、
各
種
調
査
を
行
い
答

申
を
し
ま
す
。

　

委
員
の
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

会　

長　

長
久
保
喜
伸（
湯

沢
）

委　

員　

伊
藤　

義
勝（
谷
津
作
）

　

〃　
　

小
泉　

和
貞（
荒

町
）

　

〃　
　

二
瓶　

洋
補（
谷
津
作
）

　

〃　
　

蓬
田　
　

守（
本

町
）
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夏井第４組合長代理先﨑勝さん（右から２人目）

優
良
納
税
貯
蓄
組
合 

県
中
地
方
振
興
局
長
表
彰

　

こ
の
た
び
、
役
場
町
長
室
に
お
い
て
、

平
成
20
年
度
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
地
方

振
興
局
長
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

夏
井
第
４
組
合（
組
合
長
先
﨑
欣
一
さ

ん
）に
角
田
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
感
謝
状
は
県
税
の
納
税
に
つ
い

て
、
功
績
の
あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
に

対
し
て
の
も
の
で
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

いよいよ裁判員制度がはじまります！
候補者に選ばれた方へは年内に通知します

　

先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
い
よ
い
よ
裁
判
員
に
よ
る
裁
判
が
平

成
21
年
５
月
21
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
12
月
頃
ま
で
に
、
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
方
々
へ
、
裁
判
員
候

補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
通
知
が
届
き
ま
す
。

　

裁
判
員
と
し
て
選
任
さ
れ
た
場
合
、
法
廷
で
裁
判
官
と
並
ん
で
刑
事
事
件
を

審
理
し
ま
す
が
、
検
察
庁
は
、
裁
判
員
の
方
々
に
立
証
し
よ
う
と
す
る
事
実
、

そ
の
証
拠
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
よ
う
工
夫
を
し
ま
す
。

【
工
夫
そ
の
１
】

　

公
判
手
続
き
の
流
れ
を
１
枚
の
ペ
ー
パ
ー
に
ま
と
め
ま
す
。

【
工
夫
そ
の
２
】

　

文
字
、
言
葉
よ
り
図
で
説
明
し
ま
す
。

【
工
夫
そ
の
３
】

　

分
か
り
や
す
い
言
葉
で
説
明
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
殴
打
」は「
殴
る
」と
記
し
ま
す
。

　

検
察
庁
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
要
望
に
応
じ
て
裁
判
員
制
度

や
検
察
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

社
員
研
修
や
各
種
サ
ー
ク
ル
活
動
、
地
域
活
動
な
ど
に
も

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
地
方
裁
判
所
郡
山
支
部

　

☎
０
２
４―

９
３
２―
５
８
２
３

　

例
年
、
秋
の
こ
の
時
期
か
ら
年
度
末

に
か
け
て
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
の
交

通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

小
野
町
役
場
公
用
車
は
、
午
後
４
時

を
目
安
に
ラ
イ
ト
の
早
め
点
灯
と
夜
間

運
転
時
は
周
囲
の
状
況
に
応
じ
た
ラ
イ

ト
の
こ
ま
め
な
切
り
替
え（
上
向
き
・

下
向
き
）を
実
践
し
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
！

　
「
早
め
に
点
灯
・
こ
ま
め
に
切
り
替

え
！
」で
歩
行
者
を
早
め
に
発
見
し
、

や
さ
し
い
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
交
通
安
全
を
心
が
け
、
あ

な
た
や
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
を
交
通

事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

「
Ｐ
Ｍ
４（
ピ
ー
エ
ム
・
フ
ォ
ー
）

 

ラ
イ
ト
オ
ン
運
動
」を
実
践
し
よ
う
！

10月～11月は
 地産地消月間です！

　

10
月
、
11
月
は
実
り
の
秋
。
福
島
県
で
は
、
こ
の
期
間
を

地
産
地
消
月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
「
地
産
地
消
」運
動
は
、
豊
か
な
自
然
や
風
土
、
先
人
が
培
っ

た
歴
史
や
文
化
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
農
産
物
な
ど
地
域
の
資
源

を
地
域
み
ん
な
で
賞
味
し
、
守
り
、
育
て
、
地
域
の
活
性
化
の

た
め
に
利
活
用
し
て
い
く
取
り
組
み
で
、
生
産
者
と
消
費
者
と

の
直
接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
顔
の
見
え
る
安
心
な
食

材
が
利
用
可
能
な
ど
の
多
く
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
産
地
消
月
間
中
に
は
、
県
内
各
地
に
お
い
て
収
穫
祭
や
物

産
展
な
ど
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ

の
機
会
に
実
り
豊
か
な
ふ
く
し
ま
を
実
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
問
い
合
わ
せ　

福
島
県
企
画
調
整
部
地
域
振
興
課　

　

☎
０
２
４
ー
５
２
１
ー
７
１
１
８

２日以内は
約２割

５日超は
約１割

５日以内は
約２割

３日以内は
約５割

　広報おのまち平成20年９月
号７ページ、「裁判員制度が始
まります」の記事中、想定され
る裁判日数「５日以内は約１割」
とありますが、正しくは「５日
超は約１割」ですので、訂正い
たします。

【想定される裁判日数】

おわびと訂正
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老
後
に
、よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け

た
い
と
考
え
て
い
る
方
の
た
め
に
、付

加
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
毎
月
の
国
民
年
金
保
険

料
に
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納

付
す
る
と
、
付
加
年
金
が
老
齢
基
礎

年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
仕

組
み
で
す
。
厚
生
年
金
な
ど
の
被
用

者
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

報
酬
に
よ
っ
て
保
険
料
や
給
付
額
が

増
減
し
ま
す
が
、
自
営
業
者
な
ど
の

第
一
号
被
保
険
者
の
場
合
は
、
保
険

料
と
給
付（
老
齢
基
礎
年
金
）額
が
定

額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
生
活
設
計
に
合
わ
せ
て
上

乗
せ
の
年
金
を
考
え
て
い
る
第
一
号

被
保
険
者
の
方
の
た
め
に
は
、付
加
年

金
の
ほ
か
に
も
、公
的
な
年
金
制
度
で

あ
る
国
民
年
金
基
金
、農
業
者
が
加
入

で
き
る
農
業
者
年
金
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
ら
上
乗
せ
制
度
の
保
険
料

は
、国
民
年
金
保
険
料
と
同
じ
く
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
の
額
は
１
か
月

４
０
０
円
で
す
。
付
加
保
険
料
を
納

付
で
き
る
の
は
、
国
民
年
金
の
第
一

号
被
保
険
者
ま
た
は
任
意
加
入
被
保

険
者
の
方
で
す
。
保
険
料
の
免
除
ま

た
は
納
付
猶
予
を
受
け
て
い
る
方
や

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
一
方
、
農
業
者
年
金

の
加
入
者
の
方
は
、
必
ず
付
加
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

付
加
年
金
額
の
計
算
は
、
年
金
額

＝
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月

数（
65
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
す
る
場
合
）と
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
保
険
料
月
額
４
０
０
円

に
対
し
て
年
金
額
は
２
０
０
円
で
す

か
ら
、
１
年
間
付
加
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
、
65
歳
か
ら
年
金
を
受
け

取
る
と
し
て
、
２
年
間
で
付
加
保
険

料
相
当
分
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
権
を
得
た
月
の
翌
月
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金

を
65
歳
よ
り
前
ま
た
は
後
に
受
給
す

る
場
合
に
は
、
付
加
年
金
額
の
老
齢

基
礎
年
金
の
減
額
率
・
増
額
率
に
応

じ
て
減
額
・
増
額
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、最
寄
の
社
会
保
険
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
２
４
ー
９
３
２
ー
３
４
８
０

　

町
民
生
活
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
３

国国
民民
年年
金金
ココ

－－

ナナ

－－

付
加
保
険
料
を
納
付
し
ま
せ
ん
か
？

広報おのまち・
小野町ホームページに
広告を掲載しませんか。
「広報おのまち」と「小野町ホームページ」に
掲載する有料広告を募集しています。
詳細はホームページをご覧ください。
◆問い合わせ　企画商工課　☎72ー6939

サイズ

サイズ

広告掲載料（１回）

広告掲載料（１か月）

１号広告　縦45ミリ・横178ミリ
２号広告　縦45ミリ・横88ミリ

縦60ピクセル・横150ピクセル
（容量５キロバイト以内　GIF形式）

10,000円

10,000円

5,000円

◎広報おのまち

◎小野町ホームページ　バナー広告

有
料
広
告
募
集
中
!!

　

福
島
県
で
は
、
軽
油
の
販
売
・
消

費
に
関
す
る
民
間
団
体
と
関
連
行
政

機
関
と
で「
福
島
県
不
正
軽
油
対
策

会
議
」を
設
立
し
、
不
正
軽
油
の
撲

滅
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

■
不
正
軽
油
と
は
？

　

軽
油
に
課
せ
ら
れ
る
軽
油
取
引
税

の
脱
税
を
目
的
に
、
揮
発
油
税
や
軽

油
取
引
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
重

油
や
灯
油
な
ど
を
混
和
し
た
り
、
そ

れ
ら
を
軽
油
と
混
ぜ
合
わ
せ
た
り
し

て
製
造
し
た
燃
料
で
、
正
常
な
軽
油

と
偽
っ
て
販
売
さ
れ
た
り
、
自
動
車

の
燃
料
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
り
し
ま

す
。

■
不
正
軽
油
に
関
す
る

　
　
　
　

 

罰
則
に
つ
い
て

　

こ
こ
数
年
で
不
正
軽
油
問
題
へ
厳

正
に
対
処
す
る
た
め
、地
方
税
法（
軽

油
取
引
税
）に
お
け
る
罰
則
が
強
化

さ
れ
、
不
正
軽
油
に
か
か
わ
る
人
は

全
て
罰
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

■
皆
さ
ん
の
情
報
提
供
を
！

　

不
正
軽
油
を
撲
滅
し
て
い
く
た
め

に
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
は

重
要
で
あ
り
、
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

次
よ
う
な
不
正
軽
油
の
製
造
や
販

売
が
疑
わ
れ
る
情
報
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
灯
油
や
重
油
を
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の

燃
料
に
使
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

●
極
端
な
安
値
で
軽
油
を
販
売
し
て

い
る
。

●
怪
し
い
業
者
の
燃
料
売
込
な
ど
が

あ
る
。

●
不
審
な
施
設(

場
所)

に
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
が
出
入
し
て
い
る
。

●
ド
ラ
ム
缶
が
大
量
に
放
置
さ
れ
て

い
る
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
税
務
課

　

☎
０
２
４―

５
２
１―

７
２
０
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　

０
２
４―

５
２
１―

７
９
０
５

　

メ
ー
ル

　
　

zeim
u@
pref.fukushim

a.jp

　

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

　

☎
０
２
４―

９
３
５―

１
２
６
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　

０
２
４―

９
３
５―

１
２
３
９

　

メ
ー
ル

　
　

kenchu.chihoushinko@
 

pref.fukushim
a.jp

10
月
は
不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間
で
す
！
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小野町無料職業紹介所から
　

小
野
町
で
は
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
雇
用
の
拡
大
、
商
工
業
の

発
展
及
び
企
業
立
地
の
促
進
な
ど
を
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、「
小

野
町
無
料
職
業
紹
介
所
」を
本
年
３
月
17
日
開
設
し
ま
し
た
。

　

小
野
町
無
料
職
業
紹
介
所
は
、
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
厚
生
労

働
大
臣
の
認
可
を
受
け
、
福
島
労
働
局
と
連
携
を
図
り
、
小
野
町

内
並
び
に
近
隣
市
町
村
の
企
業
・
事
業
所
な
ど
か
ら
の
求
人
情
報

に
よ
り
、
求
職
者
に
無
料
で
あ
っ
せ
ん
・
紹
介
し
て
就
業
に
結
び

つ
く
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

求
人
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
！

地
元
で
働
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
!!

【
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
】

　

平
成
20
年
７
月
の
一
般
求
人
倍
率
は
０
・
６
８
倍
で
、
５
年
振

り
の
低
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
小
野
町
無
料
職
業
紹
介
所
並
び
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
は
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
求
人
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

中
途
採
用
の
予
定
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

小野町無料職業紹介所

求人者 求職者雇用契約

紹介・あっせん紹介・あっせん紹介・あっせん

求人申し込み求人申し込み求人申し込み 求職申し込み求職申し込み求職申し込み

ホームページでも、求人情報を提供しています。
ＵＲＬ　http://www.town.ono.fukushima.jp

○
緊
急
求
人
確
保
実
施
中
で
す
！

　

県
内
の
景
気
は
減
速
し
て
お
り
、

原
油
や
原
材
料
の
価
格
上
昇
な
ど
に

よ
り
景
気
の
先
行
き
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
反
映
し
、
昨
年
11
月
以
降

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山
管
内
の
求
人
数

は
大
幅
に
減
少
す
る
一
方
、
求
職
者

は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

就
職
の
促
進
と
雇
用
の
安
定
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
自
分
に
あ
っ
た
仕
事
を
探
し
て
い

る
若
者
が
い
ま
す
！

　

前
年
と
比
べ
て
求
人
が
大
幅
に
減

少
し
、
一
方
で
は
求
職
者
は
増
加
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
ア
ル
バ

イ
ト
や
臨
時
雇
用
で
働
き
な
が
ら
、

正
社
員
を
目
指
す
多
く
の
若
者
が
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
若
者
を
雇
う
場
合
に

は
、
月
４
万
円
を
３
か
月
助
成
す
る

制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
来
春
卒
高
校
生
の
求
人
は
ま
だ
ま

だ
足
り
ま
せ
ん

　

新
規
高
卒
者
の
職
業
紹
介
は
９
月

16
日
か
ら
応
募
者
の
選
考
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

郡
山
・
田
村
地
域
の
８
月
末
の
求

人
数
は
９
３
７
人
で
、
就
職
希
望
者

数
に
満
た
な
い
状
況
で
す
。

　

地
域
の
活
性
化
と
発
展
に
若
年
労

働
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

企
業
の
未
来
を
担
う
人
材
の
確
保

の
た
め
、
求
人
票
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

11
月
６
日
に
高
卒
者
、
11
月
27
日

に
大
卒
者
な
ど
の
就
職
面
接
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

○
多
く
の
障
が
い
者
が
働
く
場
を
求

め
て
い
ま
す
！

　

56
人
以
上
の
企
業
は
障
が
い
者
の

雇
用
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
雇
用
し
た

い
企
業
と
働
き
た
い
障
が
い
者
の
出

会
い
の
場
と
し
て
、
10
月
28
日
に

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
就
職

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
企
業
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山

　

☎
０
２
４
ー
９
４
２
ー
８
６
０
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　

０
２
４
ー
９
４
１
ー
２
３
６
３

●
求
職
者

　

小
野
町
民
及
び
小
野
町
に
移
住
を

予
定
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

　

当
紹
介
所
へ
来
て
い
た
だ
き
、
申

込
用
紙
を
ご
記
入
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。
初
回
は
、
30
分
程
度
の

時
間
が
か
か
り
ま
す
。

●
求
人
者

　

小
野
町
及
び
近
隣
市
町
村
の
企
業
、

工
場
、
商
店
な
ど
が
対
象
で
す
。

　

車
で
の
通
勤
時
間
が
30
分
程
度
ま

で
の
地
域
を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、

１
時
間
程
度
の
通
勤
時
間
は
可
能
な

求
職
者
の
方
も
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
開
所
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

　

※
土
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は

業
務
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

小
野
町
無
料
職
業
紹
介
所

　
（
企
画
商
工
課
内
）

　

☎
７
２
ー
６
９
３
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
１
ー
１
０
３
７

　

メ
ー
ル

　

kikakusyoukouka@
tow
n.

ono.fukushim
a.jp

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山
か
ら

小
野
町
無
料
職
業
紹
介
所

 

を
利
用
す
る
に
は
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笑顔とがんばり長寿者代表
松本アキさん(湯沢行政区）

ボランティア活動の様子

高校生ボランティアの皆さん

　

９
月
15
日
、
第
47
回
小
野
町
敬
老

会
を
小
野
町
多
目
的
研
修
集
会
施
設

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
敬
老
会
に
ご
招
待
し
た
75

歳
以
上
の
方
は
、
昨
年
よ
り
65
名
多

い
１
，８
４
０
名
で
し
た
。

　

宍
戸
町
長
は「
今
日
の
我
が
町
進

展
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
皆
様
の
情
熱

と
御
精
励
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
多
年

に
わ
た
り
家
族
の
繁
栄
と
地
域
振
興

に
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
御
功
績

に
深
い
敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
高
齢
者
が
健
康
な
社

会
生
活
が
で
き
、
高
齢
者
と
そ
の
家

族
が
、
地
域
の
中
に
お
い
て
も
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
次
世
代
に
と
っ
て
も
長
寿
を
喜

び
、
社
会
全
体
の
活
力
が
十
分
維
持

さ
れ
る『
長
寿
を
喜
ぶ
こ
と
の
で
き

る
社
会
』を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
か

元
気
で
長
生
き
し
て
い
た
だ
き
、
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
、

技
能
を
家
族
や
地
域
の
人
々
の
た
め

第47回小野町敬老会開催!! 第47回小野町敬老会開催!! ～560名の方が出席～～560名の方が出席～

夏井第一小学校の皆さん（ダンス）

①
町
敬
老
祝
金
贈
呈　
　

１
，８
４
０
名

②
75
歳
到
達
者
賀
寿　
　
　

１
６
１
名

③
笑
顔
と
が
ん
ば
り
長
寿
者
敬
愛
条
例
賀
寿
及
び

　

敬
祝
金
贈
呈（
90
歳
到
達
者
） 

 

32
名

④
内
閣
総
理
大
臣
賀
寿（
１
０
０
歳
到
達
者
）　　

 
 

１
名

⑤
戦
没
者
遺
族
80
歳
到
達
者
町
遺
族
会
賀
寿
贈
呈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
名

⑥
戦
没
者
遺
族
90
歳
到
達
者
町
遺
族
会
賀
寿
贈
呈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
名

⑦
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
賀
寿
贈
呈　
　
　
　

33
組

　

式
典
終
了
後
、
夏
井
第
一
小
学
校
１
〜
４
年
生
児
童
の
皆
さ
ん
、
小
野
町
連

合
婦
人
会
の
皆
さ
ん
、
小
町
混
声
合
唱
団
の
皆
さ
ん
、
更
に
は
浮
金
出
身
の
歌

手
小
野
ま
ち
子
さ
ん
に
よ
る
余
興
や
歌
が
披
露
さ
れ
、
賑
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
敬
老
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

敬
老
会
開
催
に
あ
た
り
、
行
政
区
長
、
民
生
委
員
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

余
興
関
係
者
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、

紙
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
い
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
を

し
、
そ
の
後
、
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

夏井第一小学校の皆さん（よさこい）

小野町連合婦人会の皆さん

小町混声合唱団の皆さん 小野まち子さん
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お
め
で
と
う
!!

　
　

 
３
歳
児
よ
い
歯
の
表
彰

　

９
月
29
日
、
小
野
町
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て「
３
歳
児
よ
い
歯

の
表
彰
式
」を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
お
子
さ
ん
は
、
平
成

20
年
度
前
期（
４
・
６
・
７
月
）に
町
の

３
歳
児
健
診
を
受
け
た
34
名
中
、
む

し
歯
が
な
か
っ
た
24
名
で
す
。

　

お
子
さ
ん
は
、
一
人
ひ
と
り
、
宍

戸
町
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

芸術の秋を楽しもう♪芸術の秋を楽しもう♪

本物の舞台芸術体験事業 オーケストラ公演
～夏井第一小学校で開催～

　

９
月
16
日
、
夏
井
第
一
小
学
校
に
お
い
て「
本
物
の
舞

台
芸
術
体
験
事
業
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
文
化
庁
主
催
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
に
優

れ
た
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
し
、
実
演
指
導
や
共
演
に
参
加
す

る
こ
と
で
本
物
の
舞
台
芸
術
に
身
近
に
触
れ
る
機
会
を
提

供
し
、
芸
術
を
愛
す
る
心
を
育
て
、
豊
か
な
情
操
を
養
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
形
交
響
楽
団
に
よ
り
、
喜
歌
劇「
軽
騎
兵
」序
曲
や

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
集「
四
季
」よ
り「
春
」第
一
楽
章
、

交
響
曲
第
九
番「
新

世
界
よ
り
」第
四
楽

章
な
ど
が
演
奏
さ
れ
、

児
童
や
保
護
者
、
地

域
の
皆
さ
ん
な
ど
約

１
３
０
名
が
生
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏

に
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
楽
器
の

い
ろ
い
ろ
お
ぼ
え

ち
ゃ
お
う
」と
題
し
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
使

わ
れ
る
一
つ
一
つ
の

楽
器
の
説
明
を
受
け
、

代
表
児
童
が
指
揮
者

体
験
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
山
形
交

響
楽
団
と
全
児
童
に

よ
る「
さ
ん
ぽ
」と

「
校
歌
」の
合
奏
、
合

唱
な
ど
も
行
わ
れ
、

会
場
内
が
一
体
と
な

り
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

指揮者体験をしました「さんぽ」「校歌」を全員で演奏

山形交響楽団によるオーケストラ演奏

　

こ
れ
か
ら
も
、
む
し
歯
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
食
事
に
注
意
し
歯
み
が

き
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　
「
よ
い
歯
の
表
彰
」受
賞
者

　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

菅
原　

到
真（
横　
　

町
）

　

草
野　

美
貴（
谷 

津 

作
）

　

横
田　

隼
人（
飯 

豊 

中
）

　

小
野　

爽
華（
雁 

股 

田
）

　

石
井　

大
稀（
浮　
　

金
）

　

菅
野　

温
斗（
中　
　

通
）

　

佐
藤　

陽
向（
浮　
　

金
）

　

山
口　

紗
綾（
吉 

野 
辺
）

　

吉
田　

大
輝（
平　
　

舘
）

　

久
下
は
る
菜（
谷 

津 

作
）

　

先
﨑　

麻
菜（
大　
　

八
）

　

先
﨑　

深
菜（
大　
　

八
）

　

村
上　

陸
人（
大　
　

八
）

　

仲
野
谷
結
愛（
本　
　

町
）

　

先
﨑　

希
美（
大　
　

八
）

　

宗
像　

歩
実（
仲　
　

町
）

　

實
澤　
　

葵（
塩
庭
一
区
）

　

吉
田　

悠
我（
小
野
山
神
）

　

宗
像　

華
唯（
反　
　

町
）

　

宗
像　

璃
空（
反　
　

町
）

　

先
﨑　
　

颯（
吉 

野 

辺
）

　

鈴
木　

千
夏（
夏　
　

井
）

　

長
谷
川
海
斗（
浮　
　

金
）

　

吉
田　

琴
海（
谷 

津 

作
）

むし歯ゼロだよ！！
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第
15
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

お
じ
い
ち
ゃ
ん
達
も
エ
プ
ロ
ン
姿
に
照
れ
つ
つ
、
酢
飯
と
格
闘
。
酢

飯
の
中
に
花
の
形
が
で
き
る
の
で
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
。
苦
手
な

イ
ン
ゲ
ン
や
き
ゅ
う
り
を
口
に
す
る
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

　

ご
飯
や
お
や
つ
を
一
緒
に
作
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
が
食

へ
の
関
心
や
食
べ
る
意
欲
に
つ
な
が
り
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
に

は
、
こ
れ
か
ら
も
お
孫
さ
ん
と
の
手
作
り
お
や
つ
な
ど
食
を
通
し
て

子
育
て
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

９
月
18
日
、
平
成
20
年
度「
食
と

農
の
交
流
事
業
」の
一
環
と
し
て
、

浮
金
つ
つ
じ
児
童
園
に
お
い
て
食
の

体
験
学
習
会（
ク
ッ
キ
ン
グ
）が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｔ「
ゴ
ジ
て
れ
Ｃ

ｈ
ｕ
！
」で
も
お
な
じ
み
の
佐
藤
文

男
先
生
で
す
。
今
回
は
祖
父
母
と
の

交
流
会
も
兼
ね
て
い
た
の
で
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
達
と
お
孫
さ
ん
の
ペ
ア
に

よ
る
ク
ッ
キ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
花
寿
司
」と
い
う
こ
と
で
、
バ
ラ

や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
３
種
類
の
細

工
寿
司
が
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が

一
つ
好
き
な
も
の
を
選
び
挑
戦
し
ま

し
た
。
さ
す
が
に
ベ
テ
ラ
ン
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
達
と
あ
っ
て
要
領
も
よ
く

見
事
な「
花
寿
司
」が
完
成
し
ま
し
た
。

小
野
町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
！

　

９
月
14
日
、
小
野
町
多
目
的
研
修

集
会
施
設
周
辺
並
び
に
小
野
中
学
校

を
メ
イ
ン
会
場
に
小
野
町
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
同
地
区
内
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
５
の
地
震
が
発
生
し
、
さ
ら
に

台
風
接
近
に
伴
う
大
雨
で
小
野
町
に

お
い
て
も
、
土
砂
崩
れ
、
建
物
火
災

な
ど
多
く
の
災
害
が
発
生
し
た
」こ

と
を
想
定
し
、
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
き
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
が
主
体
と
な
り
、
荒
町
、

中
通
、
平
舘
、
谷
津
作
の
各
行
政
区

自
主
防
災
会
が
連
携
を
取
り
、「
ふ

る
さ
と
文
化
の
館
」か
ら
の
避
難
訓

練
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や
消
火
器
を

使
っ
た
初
期
消
火
、
陸
上
自
衛
隊
と

自
主
防
災
会
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
警
察
本
部
ト
ラ
イ
ア
ル

バ
イ
ク
隊
に
よ
る
被
害
情
報
調
査
や

消
防
団
に
よ
る
遠
距
離
中
継
送
水
訓

練
、
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
小
野
中
学
校

屋
上
か
ら
の
救
助
訓
練
、
さ
ら
に
本

年
７
月
８
日
に
発
隊
し
た
高
度
救
助

隊
に
よ
る
建
物
倒
壊
か
ら
の
救
助
訓

練
な
ど
、
関
係
機
関
と
住
民
が
一
体

と
な
っ
た
訓
練
と
な
り
、
参
加
者
は

本
番
さ
な
が
ら
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

建物倒壊からの救助訓練（高度救助隊）

どんなお花になるのかなぁ

きれいなお花が完成！

ちゃんと形になっているかな…ドキドキ！

おじいちゃん、おばあちゃんと
一緒にクッキング!!

一つ一つ確実に（バケツリレー） 避難は慌てずゆっくり

炊き出し訓練（自主防災会） 初期消火訓練

遠距離中継送水訓練
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第第
1515
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

めざせ！自己ベスト！ 第32回小野町小学校陸上記録会開催
　

９
月
18
日
、
小
野
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て

第
32
回
小
野
町
小
学
校
陸
上
記
録
会
が
小
野
町
教
育
研
究
会
主

催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
録
会
で
は
、
町
内
の
各
小
学
校
の
５
・
６
年
生
が
優
勝
や

自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し
、
一
生
懸
命
走
っ
た
り
跳
ん
だ
り
し
て

い
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
、
小
野
運
動
公
園
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
野
球
場
に
お
い
て

第
15
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
32
チ
ー
ム
総
勢
約

２
７
０
名
が
参
加
し
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

野
球
場
内
に
設
け
ら
れ
た
16
ホ
ー
ル

で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
表
の
と
お
り
で
す
。

80ｍハードル

４×100ｍリレー

800ｍ走

100ｍ走

優勝　本町Ｂの皆さん

準優勝　仲町Ａの皆さん

大会の様子第３位　谷津作Ｄの皆さん

団体の部
順位 行政区 スコア
優　 勝 本 町 Ｂ 246
準優勝 仲 町 Ａ 266
第３位 谷津作Ｄ 267

男子の部
順位 行政区 氏　名 スコア

優　 勝 本 町 阿部　徳夫 36

準優勝 仲 町 会田　　弘 37
第３位 塩庭一区 吉田　　薫 38
第４位 夏 井 先崎　誠治 39
第５位 中 通 遠藤　　章 39
第６位 本 町 草野　盛一 40
第７位 小 戸 神 大和田勇規 41
第８位 平 舘 松本　俊一 41
第９位 吉 野 辺 佐久間正男 41
第10位 皮 籠 石 中野　昌弘 41

女子の部
順位 行政区 氏　名 スコア
優　 勝 本 町 山田由紀子 37
準優勝 谷 津 作 吉田　静子 39
第３位 谷 津 作 柴田八重子 40
第４位 谷 津 作 村上　正子 40
第５位 夏 井 佐藤　栄子 41
第６位 本 町 矢吹　長子 41
第７位 小野赤沼 村上ひで子 41
第８位 小野山神 長竹加代子 42
第９位 湯 沢 長久保重子 42
第10位 本 町 円谷　房子 42
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子
ど
も
達
の
夏
休
み
が
終
わ

ろ
う
と
す
る
こ
の
時
期
に
、
ふ

と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

　

自
分
が
子
ど
も
の
こ
ろ
、
一
か

月
の
夏
休
み
期
間
が
、
な
ん
と

長
く
感
じ
た
こ
と
か
、
そ
れ
に

比
べ
て
50
代
も
半
ば
に
な
っ
た

今
、
月
日
の
流
れ
が
ア
ッ
と
い
う

間
の
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

　

あ
る
人
が
、
一
年
と
い
う
時
間

に
対
す
る
感
覚
は
、
年
齢
分
の
一

だ
と
言
っ
て
い
た
が
、
ま
さ
に
至

言
と
言
え
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
夏
休
み

が
あ
っ
た
の
は
、
は
る
か
遠
い
日

の
こ
と
で
あ
る
。
今
、
夏
の
一
日

に
、
一
日
が
長
か
っ
た
こ
ろ
を
振

り
返
っ
て
み
よ
う
。

　

私
の
生
家
は
、
本
町
の
専
光

寺
の
境
内
に
あ
り
、
所
在
地
は
、

小
野
町
役
場
と
同
じ
。

　

近
所
に
年
の
近
い
男
の
子
が

少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一

人
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

当
時
の
こ
と
、
子
ど
も
の
行

動
範
囲
な
ど
狭
く
て
、
も
っ
ぱ

ら
専
光
寺
の
周
辺
が
遊
び
の

フ
ィ
ー
ル
ド
だ
っ
た
。
セ
ミ
採
り

が
好
き
で
、
家
の
近
く
で
セ
ミ
の

鳴
き
声
が
し
た
ら
ア
ミ
を
手
に

し
て
飛
び
出
し
て
ゆ
く
よ
う
な

子
ど
も
だ
っ
た
。
専
光
寺
の
本

堂
の
床
下
に
も
ぐ
り
込
ん
で
、

ア
リ
ジ
ゴ
ク
や
ツ
チ
グ
モ
と
遊

び
、
庭
で
は
ジ
ガ
バ
チ
の
巣
づ

く
り
を
あ
き
も
し
な
い
で
眺
め

て
い
た
っ
け
。

　

家
の
裏
の
夏
井
川
は
水
浴
び

の
場
で
あ
り
、
こ
の
川
の
深
み
で

泳
ぎ
を
覚
え
た
も
の
だ
っ
た
。

思
え
ば
あ
の
こ
ろ
の
夏
井
川
は

き
れ
い
で
、
網
で
す
く
う
と
い
ろ

ん
な
魚
が
捕
れ
た
っ
け
。
粗
末

な
竹
竿
に
、
ウ
ド
ン
粉
を
こ
ね

た
団
子
を
エ
サ
に
、
一
日
中
タ
ナ

ゴ
釣
り
を
し
た
な
あ
。

　

数
十
年
の
時
を
経
て
、
今
ま

た
魚
釣
り
を
趣
味
に
楽
し
ん
で

い
る
。

　

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

思
い
出

草
野　

潔

 

（
本
町
出
身
・
神
奈
川
県
支
部
）

全
国
地
域
安
全
運
動

10
月
11
日
〜
10
月
20
日

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」

全
国
統
一
運
動
重
点

①
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止

②
住
宅
を
対
象
と
す
る

 

侵
入
犯
罪
の
防
止　

③
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

　　

平
成
19
年
中
に
お
け
る
全
国
の
刑

法
犯
認
知
件
数
は
約
１
９
１
万
件
と

10
年
ぶ
り
に
２
０
０
万
件
を
下
回
り
、

本
年
も
引
き
続
き
減
少
傾
向
が
維
持

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
子
ど
も

が
被
害
者
と
な
る
事
件
や
無
差
別
殺

傷
事
件
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違

法
・
有
害
情
報
に
起
因
す
る
事
件
等

が
発
生
す
る
な
ど
、
犯
罪
情
勢
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
治

安
に
対
す
る
国
民
の
不
安
を
解
消
す

る
に
は
至
り
ま
せ
ん
。

　

犯
罪
な
ど
の
未
然
防
止
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
社
会
の
構
成

員
が
安
全
で
住
み
よ
い
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
活
動
を
積

極
的
に
支
援
し
、
そ
の
自
主
的
な
取

り
組
み
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
防
犯
協
会
と
警
察

の
活
動
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
と
が
あ
い
ま
っ
て
達
成
で
き
る
も

の
で
す
。

　
「
全
国
地
域
安
全
活
動
」を
更
に
発

展
さ
せ
、
よ
り
安
全
で
安
心
し
て
生

活
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を

図
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

行
楽
期
・
農
繁
期
に

 

お
け
る
火
災
予
防

　

秋
の
行
楽
期
や
農
繁
期
を
迎
え
、

外
出
や
家
を
留
守
に
す
る
機
会
が
多

く
な
っ
て
き
ま
す
。
留
守
中
の
出
火

防
止
を
図
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

●
外
出
前
に
は
火
元
の
確
認
を
忘
れ

ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
旅
行
な
ど
で
長
期
に
不
在
に

な
る
場
合
に
は
、
必
要
で
な
い
電
気

コ
ー
ド
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
い
た

り
、
隣
近
所
に
一
声
か
け
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

●
屋
外
で
の
廃
棄
物
の
焼
却
は「
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
所
や
家
庭
な
ど
で
、
屋
外
で

の
廃
棄
物
の
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

例
外
的
な
焼
却
を
実
施
す
る
場
合

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
消
防
署
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

田
村
消
防
署
小
野
分
署

　

☎
７
２
ー
２
６
３
０

地
震
に
対
す
る

 

日
常
の
備
え

　

地
震
は
、
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
宮
城

県
・
岩
手
県
を
中
心
に
発
生
し
た
地

震
災
害
に
よ
り
、
死
傷
者
２
３
１
人
、

火
災
４
件
、
家
屋
に
あ
っ
て
は
全
半

壊
を
含
め
、
１
，７
１
９
棟
の
大
き

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
規
模
地
震
が
発
生

し
た
と
き
、
被
害
を
最
小
限
に
お
さ

え
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
慌
て
ず

に
落
ち
着
い
て
適
切
な
行
動
を
取
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

大
き
な
地
震
の
時
、
家
族
が
慌
て

ず
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
普
段
か
ら

次
の
よ
う
な
こ
と
を
家
庭
内
で
話
し

合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
を
決
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

●
家
の
中
で
ど
こ
が
一
番
安
全
か

●
幼
児
や
老
人
の
避
難
は
誰
が
責
任

を
持
つ
か

●
避
難
場
所
と
避
難
経
路
は
ど
こ
に

す
る
か

●
避
難
す
る
と
き
、
だ
れ
が
何
を
持

ち
出
す
か

●
非
常
持
ち
出
し
袋
に
何
を
入
れ
、

ど
こ
に
置
く
か

●
家
族
間
の
連
絡
方
法
は
ど
う
す
る

か
●
昼
間
の
場
合
、
夜
間
の
場
合
の
違

い
を
ど
う
す
る
か

●
救
急
医
薬
品
や
火
気
等
の
点
検

写
真
に
つ
い
て

　

こ
の
春
の
釣
果
で
す
。
ク
ロ
ダ

イ
、
56
㎝
で
２
・
５
㎏
あ
り
ま
し
た
。
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❖❖❖❖❖❖　ふるさと文化の館情報　❖❖❖❖❖❖

○図書館 ――――――――――――――――――――――――――――――

◆問い合わせ　ふるさと文化の館　☎７２－２１２０

○美術館 ――――――――――――――――――――――――――――――

◇新着本

◇小野町美術展

大人向け
書　　名 著者名 出版社

スウェーデンの高い税金と豊かな生活 星野　泉 イマジン出版
「心の時代」と教育 小沢牧子 青土社
オール電化の教科書 都築博志 起業家大学出版
小林多喜二 手塚英孝 新日本出版社
子どもを幸せにする55の常識 鈴木淑子 日本標準
食卓から地球環境がみえる 湯本貴和 昭和堂
若者が求める年金改革 上村尚史 中央法規出版
60代からの住み替えを考える本 長岡美代 実務教育出版
地域づくり新戦略 片木　淳 一芸社
中小企業のための経営革新
を実現する７つのステップ 布施鉄男 日刊工業新聞社

子ども向け
書　　名 著者名 出版社

はじめて知る みんなの未来の仕事 学研
しろくまのアンヨくん 角野栄子 クレヨンハウス
夢を跳ぶ 佐藤真海 岩波書店
ぼくらの奇跡の七日間 宗田　理 ポプラ社
チリンのすず やなせたかし フレーベル館
14歳からのお金の話 池上　彰 マガジンハウス
流れ行く者 上橋菜穂子 偕成社
日本のからくりアイディア工作 矢野　真 くもん出版
ラブ、スター・ガール ジェリー・スピネッリ 理論社
和紙の絵本 とがしろう 農山漁村文化協会

◇つるし雛講座

後　　期：11月８日（土）～16日（日）
出品作品：絵画・押し花・タペストリー・写真・彫刻

　町民の皆さんの作品を展示する美術展です。
　ぜひご鑑賞ください。

　なお、後期の部の出品申し込みは10月30日㈭
まで受け付けています。

開 催 日：11月15日、29日、12月13日（いずれも土曜日）
費　　用：2,000円（全３回分の材料費です）
対　　象：成人
定　　員：10名
講　　師：村上康子先生（郡山市）
申込締切：10月31日（金）
＊全３回の受講で１連のつるし雛が完成します。

　「つるし雛」は願いを込めたお細工物をつなげて作る「桃の節句」飾りです。
何連ものつるし雛が飾られる様子は見事なものです。
　来年の「桃の節句」に向けて一針一針お細工物を作り、「つるし雛」を一連
完成させてみませんか。
　詳しくはお問い合わせください。

前　　期：10月18日（土）～26日（日）
出品作品：書道・てん刻・きり絵・七宝焼き・陶芸

べ精神生活の低迷が問題視されている今、論理的
思考の基礎となる読書の重要性はますます高まっ
てきています。「読書週間」をきっかけに、読書へ
の関心を高めていただき、
読書が生活の一部となる
よう願っています。
　図書館では「読書週間」
にあわせ、この秋におすす
めの本を集めたコーナー
を開設しますので、ぜひお
立ち寄りください。

　昭和22年「読書の力によって、平和な文化国家
を創ろう」と出版社や書店、そして公共図書館、
新聞・放送などマスコミ機関の協力のもとに、第
１回「読書週間」が開催されました。
　第１回の「読書週間」は11月17日から23日。その
反響は大きなものでした。「一週間では惜しい」と
の声を受け、第２回からは現在の“文化の日をは
さんで２週間”となりました。
　それから60年が過ぎ「読書週間」は私たちの生活
の中に定着し、世界でも有数の「読書を楽しむ国
民」となりました。一方、物質生活の豊かさに比
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広　

告　

欄

学生の皆さんへ
ふくしま大卒等合同就職面接会が開催されます

　

平
成
21
年
３
月
に
大
学
院
・
大
学
・
短
大
・

高
専
・
専
修
学
校
等
を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成

20
年
３
月
に
卒
業
し
就
職
未
内
定
の
方
を
対
象

に
、
県
内
に
就
業
場
所
又
は
営
業
拠
点
を
有
し
、

正
社
員
と
し
て
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
事
業
所

と
、
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会

●
日　

時

　

11
月
27
日(

木)

午
後
１
時
〜
４
時

●
場　

所

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　
（
郡
山
市
安
積
町
）

●
主　

催

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局

　

公
共
職
業
安
定
所
、
福
島
県
、
郡
山
市

●
後　

援　

　
〝
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
〞セ
ミ
ナ
ー
実
行
委
員
会

　

郡
山
商
工
会
議
所

●
実
施
内
容

　

事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事
担
当
者
と

　

の
個
別
面
談
、
安
定
所
等
、
各
機
関
に
よ
る

　

職
業
相
談
・
情
報
提
供
等

●
そ
の
他

　

①
事
前
申
込
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。

　

②
参
加
事
業
所
は
開
催
１
週
間
前
に
、
福
島

　

労
働
局
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
０
２
４
ー
５
２
８
ー
０
３
６
６

従業員の退職金は中退共制度で
　

中
小
企
業
退
職
金
制
度（
中
退
共
）は
、
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
外
部

積
立
型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

【
特
徴
】●
退
職
金
の
管
理
が
簡
単
で
す
。

　
　
　

●
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

　
　
　

●
掛
金
は
、
法
人
企
業
の
場
合
は
損
金
、
個
人
企
業
の
場
合
は
必
要
経
費
と

し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

　
　
　

●
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
中
退
共
制
度
に
移
行
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
中
退
共
事
業
本
部
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
０
３―

３
４
３
６―

０
１
５
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
方
の
た
め
に
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

事
業
主
の
方
は
現
場
で
働
く
労
働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金

と
な
る
共
済
証
紙
を
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
辞
め
た
と
き

に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
業
界
全
体
の
退
職
金
制
度
で
す
。

【
加
入
で
き
る
事
業
主
】　

建
設
業
を
営
む
方

【
対
象
と
な
る
労
働
者
】　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

【
掛
金
】　

日
額
３
１
０
円

【
特
徴
】●
国
の
制
度
な
の
で
、
安
心
・
確
実
・
申
し
込
み
手
続
は
簡
単
で
す
。

　
　
　

●
経
営
事
項
審
査
で
加
算
評
価
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　
　

●
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

　
　
　

●
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経

費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

　
　
　

●
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
民
間
企
業
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
建
退
共
福
島
県
支
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
福
島
県
支
部

　

☎
０
２
４―

５
２
３―

１
６
１
８

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.kentaikyo.taisyokukin.go.jp

知っていますか？建退共制度
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職
場
の
労
使
困
り
ご
と 

 
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

福
島
県
と
福
島
県
労
働
委
員
会
は
、

皆
さ
ん
の
職
場
の
中
で
起
き
て
い
る

賃
金
や
労
働
条
件
を
め
ぐ
る
労
使
間

の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
出
張
相
談

会
を
行
い
ま
す
。

　
（
費
用
無
料
・
秘
密
厳
守
）

　

な
お
、
労
使
困
り
ご
と
相
談
は
、

事
務
所
へ
お
越
し
に
な
る
ほ
か
、
電

話
・
メ
ー
ル
で
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

11
月
16
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所

　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
４―

５
２
１―

７
５
９
４

　

メ
ー
ル

　

labour-rc@
pref.fukushima.jp

小
規
模
企
業
共
済
制
度

及
び
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ

共
済（
中
小
企
業
倒
産
防

止
共
済
制
度
）の
ご
案
内

【
小
規
模
企
業
共
済
制
度
】

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個
人

事
業
主
ま
た
は
会
社
な
ど
の
役
員
の

方
が
事
業
を
や
め
た
り
退
職
し
た
り

し
た
場
合
に
、
生
活
の
安
定
や
事
業

の
再
建
を
図
る
た
め
の
資
金
を
あ
ら

か
じ
め
準
備
し
て
お
く
国
が
作
っ
た

制
度
で
、
い
わ
ば「
小
規
模
企
業
の

経
営
者
の
た
め
の
退
職
金
制
度
」で

す
。

　

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
掛
け
金
は

全
額
所
得
税
控
除
、
受
け
取
る
共
済

金
も
退
職
所
得
扱
い
ま
た
は
公
的
年

10
月
は「
労
働
保
険
適
用

 

促
進
月
間
」で
す

　

労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）は
、
労
働
者
が
労
働
災
害
を
こ

う
む
っ
た
り
失
業
し
た
り
し
た
と
き

に
必
要
な
保
険
給
付
を
行
い
、
労
働

者
の
生
活
の
安
定
・
社
会
復
帰
や
再

就
職
の
促
進
・
雇
用
機
会
の
増
大
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
厚
生
労
働

省
が
管
理
・
運
営
し
て
い
る
強
制
的

な
保
険
制
度
で
す
。

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る

事
業
主
は
、
労
働
保
険
に
加
入
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
事
業
主

の
方
は
、
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク（
公
共
職
業
安
定
所
）ま

た
は
労
働
保
険
事
務
組
合
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
２
４―

９
２
２―

１
３
７
０

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山

　

☎
０
２
４―
９
４
２―

８
６
０
９

金
な
ど
の
雑
所
得
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

加
入
申
し
込
み
は
、
商
工
会
、
青

色
申
告
会
、
金
融
機
関
の
本
支
店
の

窓
口
で
取
り
扱
い
し
て
い
ま
す
。

【
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済 

 

（
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
）】

　

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
、
取
引

先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因
で
、
経
営

の
悪
化
の
危
機
に
直
面
し
て
し
ま
っ

た
と
き
に
資
金
を
借
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

無
担
保
・
無
保
証
人
で
、
積
立
掛

金
の
10
倍
の
範
囲
内（
最
高
３
，

２
０
０
万
円
）で
被
害
額
相
当
の
共

済
金
が
借
り
入
れ
可
能
で
す
。

　

毎
月
の
掛
金
も
税
法
上
、
必
要
経

費
ま
た
は
損
金
に
算
入
で
き
ま
す
。

　

加
入
申
し
込
み
は
、
商
工
会
、
金

融
機
関
の
本
支
店
の
窓
口
で
取
り
扱

い
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤

　

整
備
機
構
共
済
相
談
室

　

☎
０
５
０
ー
５
５
４
１
ー
７
１
７
１

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.sm
rj.go.jp/

 
kyosai/index.htm

l

ニ
ー
ト
支
援

 「
巡
回
相
談
会
」の
ご
案
内

　

ニ
ー
ト
に
つ
い
て
の
悩
み
ご
と
や

困
り
ご
と
に
関
す
る「
巡
回
相
談
会
」

を
行
い
ま
す
。

　

ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
か

ら
も
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
予

約
が
必
要
で
す
。
な
お
、
巡
回
相
談

会
の
ほ
か
、
電
話
・
メ
ー
ル
で
の
相

談
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

10
月
23
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
（
一
人
あ
た
り
50
分
ま
で
）

●
場
所

　

福
島
県
郡
山
合
同
庁
舎

電
話
相
談　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

☎
０
１
２
０―

０
９
８―

２
０
９

メ
ー
ル
相
談（
24
時
間
受
付
）

http://w
w
w
.f-shushoku.

jp/neet/index.htm
l

か
ら
専
用

フ
ォ
ー
ム
で
入
力

◆
問
い
合
わ
せ
・
予
約

　

福
島
県
商
工
労
働
部
雇
用
労
政
課

　

☎
０
２
４―

５
２
１―

８
２
０
９

　

メ
ー
ル

　

wakamono@
pref.fukushima.jp

若
者
自
立
電
話
相
談
室

　

ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
状
態
に

な
っ
て
い
る
、
働
き
た
い
け
ど
一
歩

を
踏
み
出
せ
な
い
…
そ
ん
な
悩
み
を

電
話
で
お
受
け
し
ま
す
。

●
受
付
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
30
分

◆
問
い
合
わ
せ

　

財
団
法
人
社
会
経
済
生
産
性
本
部

　

若
者
自
立
塾
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
ー
３
４
０
ー
６
０
５

広　

告　

欄
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上水道水の水質検査結果
　８月に実施した上水道水の水質検査結果は、
次のとおりです。

◆問い合わせ　
　地域整備課　☎７２ー６９３６

休日当番のお医者さん
月　　日 当　番　医 所　在　地 電話番号

10月12日(日) 大 久 保 ク リ ニ ッ ク 田村市（船引町） ８２－２５５５
　　13日(祝) 公立小野町地方綜合病院 小 野 町 ７２－３１８１
　　19日(日) 奥 秋 医 院 田村市（船引町） ８６－２０３４
　　26日(日) さ い と う 医 院 小 野 町 ７２－２５００
11月２日(日) 石 川 医 院 三 春 町 ６２－２６３０
　　３日(祝) 清 水 医 院 田村市（船引町） ８２－３５３５
　　９日(日) 島 貫 整 形 外 科 小 野 町 ７２－２７２２
　　16日(日) かとうの内科クリニック 田村市（船引町） ８１－１３８８

＊電話確認のうえ受診してください。
＊詳しい情報は、「福島県救急医療情報システム」の「休日当番医検索」をご覧ください。
　http://www.ftmis.pref.fukushima.jp
＊こども救急電話相談　毎日19時～翌朝８時　０２４－５２１－３７９０
＊詳しい情報は、「こどもの救急についてのホームページ」をご覧ください。
　http://www.pref.fukushima.jp/imu/kodomokyuukyuu/kodomokyuukyuu.htm

試験項目 水質基準 試験結果

一般細菌 100CFU/ml以下 0CFU/ml
大腸菌 検出されないこと 検出せず
シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01mg/l以下 <0.001mg/l
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/l以下 0.42mg/l
フッ素及びその化合物 0.8mg/l以下 0.08mg/l
塩素酸 0.6mg/l以下 0.11mg/l
クロロ酢酸 0.02mg/l以下 0.002mg/l
クロロホルム 0.06mg/l以下 0.011mg/l
ジクロロ酢酸 0.04mg/l以下 0.007mg/l
ジブロモクロロメタン 0.1mg/l以下 0.002mg/l
臭素酸 0.01mg/l以下 <0.001mg/l
総トリハロメタン 0.1mg/l以下 0.019mg/l
トリクロロ酢酸 0.2mg/l以下 <0.02mg/l
ブロモジクロロメタン 0.03mg/l以下 0.006mg/l
ブロモホルム 0.09mg/l以下 <0.001mg/l
ホルムアルデヒド 0.08mg/l以下 <0.008mg/l
塩化物イオン 200mg/l以下 5.1mg/l
蒸発残留物 500mg/l以下 61mg/l
ジェオスミン 0.00001mg/l以下 <0.000001mg/l
2-メチルイソボルネオール 0.00001mg/l以下 <0.000001mg/l
有機物（ＴＯＣ） 5mg/l以下 0.8mg/l
pＨ値 5.8～8.6 7.2
味 異常でないこと 異常なし
臭気 異常でないこと 異常なし
色度 5度以下 <1度
濁度 2度以下 <0.1度

　近年、交通事故の形態も複雑化し、その解決に
お困りの方が大勢います。
　そのため、全国に「自動車保険請求相談セン
ター」を設置し、自動車損害賠償責任保険並びに
任意自動車保険の請求などについて、無料で相談
を行っています。
　電話での相談のほか、次のとおり無料弁護士相
談会も行いますので、ご利用ください。

●電話相談
　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　午前９時～正午
　午後１時～午後５時

●無料弁護士相談会（要予約）
　10月23日㈭
　11月13日㈭・27日㈭
　12月11日㈭・25日㈭
　午後１時～午後４時

●場所
　㈳日本損害保険協会東北支部
　福島自動車保険請求相談センター

◆問い合わせ・相談・予約
　㈳日本損害保険協会東北支部
　福島自動車保険請求相談センター
　☎０２４ー５２１ー１２９５

交通事故無料弁護士相談会
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サポートに感謝します!!
“小野小町ふるさと応援寄附金”
 （ふるさと納税）の寄附状況

行事カレンダー　（10月16日～11月15日）
月　　日 行　　　　事　　　　名

10
月

16日（木）

ちびっこおはなし会（11：00～11：30）ふるさと文化の館
ポリオ予防接種（13：30～14：30）保健福祉センター
第32回田村東部交通安全大会
・パレード（12：30～13：30）JT跡地～多目的研修集会施設
・大会（14：00～）多目的研修集会施設

17日（金）●貯蓄の日育児教室（受付10：00～10：15）母子健康センター
18日（土）●統計の日

19日（日）
休日窓口業務実施日（8：30～17：00）
秋季検閲（9：00～12：00）小野運動公園
９か月児健診（受付13：30～14：30）柏原クリニック

20日（月）
21日（火）

22日（水）あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター窓口業務延長（19：00まで）
23日（木）町内小・中学校音楽祭（9：10～12：00）多目的研修集会施設

24日（金）●国連の日ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設
25日（土）2008小町ふれあいフェスタ（9：00～16：00）小野運動公園

26日（日）●原子力の日2008小町ふれあいフェスタ（9：00～15：00）小野運動公園

27日（月）
28日（火）栄養相談（10：00～12：00）母子健康センター

29日（水）
あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター
２歳児歯科健診（受付13：00～13：15）母子健康センター
窓口業務延長（19：00まで）

30日（木）
31日（金）ふるさと文化の館図書館館内整理日休館

11
月

１日（土）
●ふくしま教育の日　●計量記念日
●交通事故ゼロ・歩行者優先の日
●児童虐待防止推進月間（～30日）

２日（日）
３日（月）●文化の日
４日（火）

５日（水）
あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター
１歳６か月児健診（受付13：00～13：15）母子健康センター
窓口業務延長（19：00まで）

６日（木）人権相談所開設（10：00～15：00）母子健康センター
７日（金）ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設
８日（土）

９日（日）●119番の日　●秋の全国火災予防運動（～15日）９か月児健診（受付13：30～14：30）柏原クリニック
10日（月）
11日（火）●世界平和記念日

12日（水）あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター窓口業務延長（19：00まで）
13日（木）こころの相談室（10：00～12：00）母子健康センター
14日（金）
15日（土）●シルバー交通安全の日

　「小野小町ふるさと応援寄附金」に、
引き続き多数の申し込みをいただき、
小野町をサポートしていただいてい
ます。
　ご協力いただき、誠にありがとう
ございます。
　寄附金を納入いただき、広報紙へ
の掲載承諾のあった方については、
次のとおりです。

金田 八重子 さん
（東京都板橋区・まちづくり支援のため）

先崎 　　武 さん
（神奈川県相模原市・まちづくり支援のため）

佐藤 水喜男 さん
（埼玉県志木市・まちづくり支援のため）

　なお、寄附の申し込みがあった方は、
９月30日現在20名で、合計637,000円
です。
　今後も、随時寄附状況についてお
知らせをいたします。

◆問い合わせ
　企画商工課　☎７２－６９３９

　土地は、限られた貴重な資源です。
将来の子ども達のため、明日の豊か
な暮らしのためにも土地の有効利用
が大切です。
　土地の有効利用の実現のためには、
国や地方公共団体ができる限りの取
り組みを行うことはもちろんですが、
何よりも不可欠なのは土地政策に対
する皆さんのご理解とご協力です。
　豊かで安心できる住みよい社会を
築いていくために、一度土地の有効
利用について考えてみませんか。

◆問い合わせ
　企画商工課　☎７２－６９３９

10月は「土地月間」です
『笑顔をつなごう街づくり
 未来へつなごう土地活用』



※記事については、常用漢字・人名漢字で記載しております。

もったいないもったいない
“フリーマーケット” “フリーマーケット” 
 ＆ステージイベント開催!! ＆ステージイベント開催!!

～街なかにぎわい創出事業～～街なかにぎわい創出事業～

　　　　　　　　　　　　　　　　　
お誕生おめでとうお誕生おめでとう

氏　　名 年　齢 行政区

真　砂　綱　夫 65 反　町

佐　藤　秀　雄 94 谷津作

𠮷　田　音　治 75 菖蒲谷

鈴　木　アキヨ 74 雁股田

遠　藤　庄太郎 78 浮　金

村　上　壽美子 87 南田原井

（８月届出分）

※この欄は、プライバシー保護のため、届出の際
に同意を得た方を記載しています。
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９
月
27
日
・
28
日
、
塩
竈
神
社
例

大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
少
し
肌
寒
く
感
じ
ら
れ

ま
し
た
が
、
街
中
が
お
神
輿
の
担
ぎ

手
達
の
熱
気
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

社
会
教
育
指
導
員
の
グ
レ
ッ
グ
さ

ん
も
、
お
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
た
よ

う
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
美
）

あ　

と　

が　

き

平成20年９月１日現在
　人　口 11,684人（△12）　
　　男 5,615人（△１）　
　　女 6,069人（△11）　
　世帯数  3,834世帯（△２）　
　 （　）内は前月との増減　
 福島県現住人口調査結果から　

町の人口町の人口

税　目 期別 納期限

町 県 民 税 ３期
10月31日（金）

後期高齢保険料 ３期

●納め忘れのないように、ご確認く
ださい。
●納期内納入にご協力をお願いします。

町税等納期のご案内

この印刷物は、FSCの基準に
従って認証された適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
で印刷されています。

おくやみ申し上げますおくやみ申し上げます

氏　　名 父・母 行政区

渡邊　健翔（けんしょう） 康介・はるか 反　 町

郡司　友理（ゆうり） 友則・リエ 谷 津 作

会田　華音（かのん） 弥　・弓美 小野赤沼

先﨑　琉那（るな） 亨　・奈津子 皮 籠 石

村上　あぐり　 正弘・志麻 飯 豊 下

宗像　　紫（むらさき） 裕也・智美 吉 野 辺

石井　李奈（りな） 猛　・玲子 夏　 井

石井　　颯（はやて） 一彦・真紀子 南田原井

（８月届出分）

　

小
野
町
商
工
会
女
性
部
は
９
月
６
日
、

小
野
町
商
工
会
・
Ｊ
Ａ
た
む
ら
小
野
支

店
駐
車
場
で「
も
っ
た
い
な
い〝
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
〞＆
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
」

を
開
催
し
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
中
心

市
街
地
に
活
気
を
呼
び
込
み
ま
し
た
。 

　

地
域
住
民
の
交
流
促
進
を
図
り
、
街

な
か
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
の
が
目

的
で
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
日
用

品
や
雑
貨
、
古
着
、
手
作
り
品
を
格
安

で
販
売
、
掘
り
出
し
物
を
買
い
求
め
る

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

の
お
遊
戯
や
小
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
、

小
町
夢
太
鼓
、
小
町
混
声
合
唱
団
、
マ

ド
リ
ガ
ル
コ
ー
ラ
ス
、
カ
ル
ミ
ヤ
の
会

な
ど
が
熱
の
入
っ
た
演
奏
を
披
露
し
ま

し
た
。
最
後
は
、
祭
囃
子
は
ね
と
の
踊

り
と
、
当
た
り
く
じ
の
入
っ
た
餅
を
ま

き
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

　

も
っ
た
い
な
い
運
動
を
啓
発
す
る
た

め
、
先
着
で
エ
コ
バ
ッ
ク
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
、ま
た
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

プ（
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
）を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
購
入
で
き
る
こ
と

か
ら
活
動
を
し
て
い
る「
世
界
の
子
ど

も
に
ワ
ク
チ
ン
を
届
け
よ
う
運
動
」の

一
貫
と
し
て
、
会
場
に
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

の
回
収
箱
を
設
け
ま
し
た
。

　

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
は
、
10
月
25

日
・
26
日
に
行
わ
れ
る
小
町
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ
会
場
で
も
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


